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◇あとがき◇
　昨今は大谷フィーバーで，各メディアもこ
ぞって大谷特集です。そんななかで，はて，日
本のプロ野球はどうなっているのか，と思いを
巡らせている向きも多いのではないでしょう
か。サッカーもしかり，スポーツの国際化が大
いに日本のスポーツ界の地位を上げていること
には異論がないのですが，こうなると国内のプ
ロスポーツの行く末やこれらを支えているスポ
ンサーの動向が気になるところです。先日もゴ
ルフ界でスポンサー離れが話題になっていまし
た。そして今後，日本のプロ野球がMLBに対
抗できる野球リーグとなることができるのか？　
Jリーグは欧州や南米のリーグに匹敵するサッ
カーリーグとなることができるのか？など，有
望選手がこぞって外国でプレーするようになっ
た現在，国内リーグの衰退を心配するのは私だ
けの杞憂なのでしょうか…。国内での経験をせ
ずにいきなり海外でプレーをする選手すら登場
しているのですから。そんなことを考えている
今日このごろです。
　さて，本号は GLP-2アナログ製剤の特集で
す。私が小児外科医療に関わり始めて40年ほど
が経過します。この診療科は先天異常に起因す
る希少疾患を扱うことが多く，診療上の進展が
得られにくいことが特徴ですが，そうはいって
も 40年の月日を今振り返ってみると，胎児エ
コー・MRI検査による出生前診断，ECMOや
HFO呼吸器，NOなどによる生後の呼吸管理，
中心静脈カテーテルや PICCによる栄養ルート
の確保と静脈栄養，内視鏡手術，などさまざま
な新しい技術の開発が行われてきました。その
なかで今回取り上げたGLP-2アナログ製剤は，
小児外科の世界ではこれまであまり経験のない
新薬の出現でした。開発の経緯や治験の成果，
臨床への応用と，これまで小児外科ではほとん
ど経験しなかった事柄ですので，基礎的なこと
や開発に関することなども取り上げて，多くの
方にこの新薬を理解していただくことを目的と
して特集を企画しました。まだ発売から間もな
い時期ですので，この新薬の現状を知るきっか
けとなり，また今後の使用の参考にしていただ
ければと思います。
　最後に，貴重な原稿を執筆いただきました先
生方にこの場を借りて深謝申し上げます。
 （金森　豊）
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